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「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

１
／
１
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

採
 
点

 

  
 以

下
の

図
は

、
内

閣
府

が
、
令

和
４

年
度

に
若
者

を
取
り
巻

く
現

状
及

び
課
題

を
把
握
す

る
こ

と
を

目
的
に
実

施
し
た

調
査

に
お

い
て

、
若

者
（

15
歳

～
39

歳
）
の

男
女

約
7,

00
0
名

が
回
答

し
た
結

果
の
一

部
で

あ
る

。
グ

ラ
フ

に
は
、
６

種
類

の
場

所
（
自

分
の
部

屋
、
家

庭
、
学

校
、
職

場
、
地

域
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
空

間
）

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

、
「

次
の

場
所

は
、

今
の

あ
な

た
に

と
っ

て
居

場
所

（
ほ

っ
と

で
き

る
場

所
、

居
心

地
の

良
い

場
所

な
ど
）
に

な
っ

て
い
ま
す

か
。
」
と

尋
ね
た

項
目
に
対

し
、「

そ
う

思
う

」
ま
た
は
「

ど
ち
ら

か
と
い

え
ば
そ
う

思
う

」
と

回
答
し

た
人
の
割

合

が
、

年
齢
階

級
別
に

示
さ
れ
て

い
る

。
 

 

 
      【

問
１

】
 
こ

の
図

か
ら
は

、
そ
れ

ぞ
れ
の

場
所

が
若
者

に
と
っ

て
の
居

場
所

と
な
っ

て
い
る

か
に
つ

い
て

の
特
徴

が
２
点

読
み
取

れ
る

。
１
点

目

は
年

齢
階

級
に

関
わ
ら

な
い
場

所
に

よ
る
違

い
、
２

点
目
は

年
齢

階
級
に

よ
る
違

い
で
あ

る
。

こ
の
特

徴
２
点

が
具
体

的
に

ど
の
よ

う

な
も

の
で
あ

る
か
、

２
点
あ
わ

せ
て

40
0
字

以
内

で
説
明
し

な
さ

い
。

 
 

【
問

２
】

 
問

１
で

説
明
し

た
特
徴

は
、
ど

の
よ

う
な
原

因
や
背

景
に
よ

っ
て

も
た
ら

さ
れ
た

と
考
え

ら
れ

る
か
。

ま
た
、

こ
の
調

査
結

果
を
ふ

ま

え
、

居
場
所

に
関
す

る
若
者
を

取
り

巻
く

課
題
を

ど
の
よ
う

に
考

え
る

か
。
あ

な
た
の
見

解
を

40
0
字

以
内

で
論
述
し

な
さ

い
。

 
                                

（
出

典
：
内

閣
府
 

令
和
４
年

度
「

こ
ど

も
・
若

者
の
意
識

と
生

活
に

関
す
る

調
査
」
調

査
結

果
の

概
要
Ⅰ

 
pp

.6
4-

66
よ

り
作

成
） 
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名
 

 

「
小
論
文
」
 
問
題
用
紙

（
１
／
１
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

採
 
点

 

 
新
た
な
社
会
的
リ
ス
ク
と
し
て
、
ひ
き
こ
も
り
の
課
題
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
で
は
ひ
き
こ
も
り
対
策
の
充
実
を
図
る
た
め
、

ひ
き
こ
も

り
支
援
推
進
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
本
事
業
で
は
専
門
的
な
第
一
次
相
談
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
「
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」

が
都
道
府
県
、
指
定
都
市
に
設
置
さ
れ
、
運
営
さ
れ
て
い
る
。
下
記
の
表
は
「
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
件
数
の
推
移
」（

表
１
）、
「
ひ
き
こ

も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
実
人
数
の
推
移
」
（
表
２
）
で
あ
る
。
ま
た
内
閣
府
の
調
査
で
は
「
広
義
の
ひ
き
こ
も
り
群
」
を
定
義
し
た
上
で
、
そ
の
期

間
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
表
３
）。

 
 
こ
の
よ
う
な
ひ
き
こ
も
り
の
実
態
に
対
し
て
、
下
記
の
表
か
ら
読
み
取
れ
る
現
状
を
記
述
し
た
上
で
、
想
定
さ
れ
る
課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
た
あ
な
た

の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。
（

75
0
字
以
上

80
0
字
以
内
）

 
  
 
 
 
 
 
 
 

表
１
　
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
件
数
の
推
移

（
件
数
）

電電
話話

メメ
ーー

ルル
SS
NN
SS

来来
所所

そそ
のの

他他
（（

訪訪
問問

等等
））

令令
和和

33
年年

度度
1122

00,,
6688

66
5544

,,55
0088

99,,
3388

44
6655

99
4422

,,77
2299

1133
,,44

0066

令令
和和

22
年年

度度
1111

88,,
3366

66
5544

,,88
2233

88,,
4455

66
4422

88
4411

,,66
1111

1133
,,00

4488

令令
和和

元元
年年

度度
1111

66,,
0099

22
4499

,,00
1177

77,,
1133

44
－

4466
,,55

6622
1133

,,33
7799

平平
成成

33
00
年年

度度
1100

44,,
7711

22
4433

,,33
1144

55,,
5500

00
－

4444
,,99

9911
1100

,,99
0077

平平
成成

22
99
年年

度度
1100

22,,
4411

22
4422

,,22
4455

55,,
9999

77
－

4433
,,88

3399
1100

,,33
3311

合合
計計

 
注

1
 
SN
S
に
よ
る
相
談
件
数
は

令
和

2
年
度
か
ら
集
計
し
て
い
る
。
 

出
典
:厚

生
労
働
省
.
「
3
．
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
状
況
」
.
ひ
き
こ
も
り
支
援
推
進
事
業
.
2
0
22
-
0
3,
 

h
t
t
p
s
:/
/
w
ww
.
m
hl
w
.
go
.
j
p/
c
o
n
t
e
nt
/
1
20
0
0
00
0
/
00
0
8
82
3
6
8
.
p
df
（
参
照
 2

02
3-

09
-1

6）
.一

部
改
変
 

  
 
 
 
 
 
 
 

表
２
　
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
実
人
数
の
推
移

（
人
数
）

～ ～
11
00
代代

22
00
代代

33
00
代代

44
00
代代

55
00
代代

～～
年年

齢齢
不不

明明

令令
和和

33
年年

度度
2244

,,33
2233

33,,
8888

33
66,,

6600
33

55,,
4488

99
44,,

2222
55

22,,
2299

11
11,,

8833
22

令令
和和

22
年年

度度
2244

,,44
2200

33,,
3399

44
66,,

9933
00

66,,
4411

00
33,,

6666
99

22,,
1199

44
11,,

8822
33

令令
和和

元元
年年

度度
2266

,,22
1199

33,,
6677

55
77,,

5599
11

66,,
7799

00
44,,

0044
77

22,,
0000

44
22,,

1111
22

平平
成成

33
00
年年

度度
2211

,,99
3355

33,,
5566

33
77,,

0055
22

55,,
6688

66
33,,

0033
44

11,,
3355

11
11,,

2244
99

平平
成成

22
99
年年

度度
2211

,,66
6655

33,,
9999

33
77,,

2277
99

55,,
6699

55
22,,

7755
66

9999
44

9944
88

合合
計計

 
注

1
 相

談
を
受
け
た
人
数
に
対
し
て
年
代
別
に
整
理
し
て
い
る
。
 

出
典
:厚

生
労
働
省
.
「
3
．
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
取
組
状
況
」
.
ひ
き
こ
も
り
支
援
推
進
事
業
.
2
0
22
-
0
3,
 

 h
t
t
p
s
:
/
/
ww
w
.
mh
l
w
.g
o
.
jp
/
c
o
n
t
en
t
/
12
0
0
00
0
0
/0
0
0
88
2
3
6
8
.
pd
f
（
参
照
 
20

23
-0

9-
16

）
.一

部
改
変
 

 

  
 

1155
歳歳

～～
3399

歳歳
（（

nn
＝＝

1144
44））

割割
合合

4400
歳歳

～～
6699

歳歳
（（

nn
＝＝

1155
55））

割割
合合

66かか
月月

未未
満満

—
66かか

月月
未未

満満
—

66かか
月月

～～
11年年

未未
満満

2211
..55

%%
66かか

月月
～～

11年年
未未

満満
1122

..99
%%

11年年
～～

22年年
未未

満満
1166

..77
%%

11年年
～～

22年年
未未

満満
1144

..88
%%

22年年
～～

33年年
未未

満満
1155

..33
%%

22年年
～～

33年年
未未

満満
2211

..99
%%

33年年
～～

55年年
未未

満満
1177

..44
%%

33年年
～～

55年年
未未

満満
1166

..11
%%

55年年
～～

77年年
未未

満満
77..

66%%
55年年

～～
77年年

未未
満満

1111
..00

%%
77年年

～～
1100

年年
未未

満満
44..

22%%
77年年

～～
1100

年年
未未

満満
77..

77%%
1100

年年
以以

上上
1177

..44
%%

1100
年年

以以
上上

1155
..55

%%

表
３
　
広
義
の
ひ
き
こ
も
り
群
に
お
け
る
現
在
の
外
出
状
況
に
な
っ
て
か
ら
の
期
間

 
注
１
 
「
こ
ど
も
・
若
者
の
意
識
と
生
活
に
関
す
る
調
査
」
で
は
「
広
義
の
ひ
き
こ
も
り
群
」
の
定
義
と
し
て
、「

普
段
ど
の
く
ら
い
外
出
し
ま
す
か
」
と

い
う
質
問
に
対
し
、（

1）
自
分
の
趣
味
に
関
す
る
用
事
の
と
き
だ
け
外
出
す
る
、（

2
）
近
所
の
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
は
出
か
け
る
、（

3
）
自
室
か
ら
は

出
る
が
、
家
か
ら
は
出
な
い
、（

4）
自
室
か
ら
ほ
と
ん
ど

出
な
い
と
回
答
し
、
か
つ
、
そ
の
状
態
と
な
っ
て

6
か
月
以
上
で
あ
る
と
回
答
し
た
者
と

し
て
い
る
。
た
だ
し
、
次
の
者
を
除
く
。
①
現
在
、
就
業
中
で
あ
る
旨
の
回
答
を
し
て
い
る
者
等
、
②
身
体
的
な
病
気
等
を
現
在
の
外
出
理
由
と
し

て
い
る
者
、
③
専
業
主
婦
・
主
夫
・
家
事
手
伝
い
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
者
や
出
産
・
育
児
を
現
在
の
外
出
状
況
の
理
由
と
し
て
い
る
者
等
の
う

ち
、
最
近

6
カ
月
以
内
に
家
族
以
外
の
人
と
「
よ
く
会
話
し
た
」「

と
き
ど
き
会
話
し
た
」
と
回
答
し
て
い
る
者
。
 

出
典
:
厚
生
労
働
省
.
ひ
き
こ
も
り
支
援
施
策
に
つ
い
て
.
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
地
域
支
援
課
.
2
0
2
3
-0
3
.
 h
t
tp
s:
/
/
w
w
w
.
m
h
lw
.
g
o
.
jp
/
c
o
n
t
en
t
/
1

2
6
0
2
0
00
/
0
01
0
9
98
6
2
.p
d
f
.P
9
（
参
照
 
2
02
3
-
09
-
1
6）

 

参
考
:内

閣
府
.
こ
ど
も
・
若
者
の
意
識
と
生
活
に
関
す
る
調
査
（
令
和

4
年
度
）
.
2
02
3-
0
3
.
 h
t
t
p
s:
/
/
ww
w
8
.c
a
o
.g
o
.
j
p
/
yo
u
t
h/
k
e
nk
y
u
/i
s
h
ik
i
/
r
0

4
/
p
d
f
-i
n
d
ex
.
h
tm
l
.（

参
照
 
2
0
2
3
-0
9
-
16
）
 

人
間
社
会
学
部
　
心
理
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
　
6
0
分

人
間
社
会
学
部
　
福
祉
社
会
学
科
　
小
論
文
（
80
0
字
）　
60
分
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2
02
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度
 
公

募
制

推
薦

入
学

試
験
 

氏 名
 

 

「
小

論
文
」

 
問
題
用

紙
（

１
／

１
）

 

受 験 番 号
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

採
 
点

 

  問問
題題
  
  
現現
代代
のの
若若
者者
たた
ちち
がが
抱抱
ええ
るる
具具
体体
的的
なな
問問
題題
をを
、、
最最
低低

33
点点
以以
上上
取取
りり
上上
げげ
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
のの
問問
題題
がが
どど
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
なな
のの
かか
をを
簡簡
単単
にに
説説
明明
しし

なな
ささ
いい
。。
そそ
のの
上上
でで
、、
そそ
のの
具具
体体
的的
なな
問問
題題
にに
共共
通通
すす
るる
概概
念念
をを
見見
出出
しし
、、
問問
題題
のの
抽抽
象象
化化
をを
行行
っっ
たた
うう
ええ
でで
「「
現現
代代
のの
若若
者者
はは
、、
××
××
社社
会会
をを
生生

きき
てて
いい
るる
」」
とと
いい
うう
フフ
レレ
ーー
ズズ
のの

××
××
部部
分分
をを
埋埋
めめ
るる
形形
でで
、、
抽抽
象象
化化
のの
結結
果果
をを
明明
示示
しし
なな
ささ
いい
。。
最最
後後
にに
、、
ああ
なな
たた
がが
考考
ええ
たた
『『
若若
者者
たた
ちち
がが
問問

題題
をを
抱抱
ええ

るる
「「
××
××
社社
会会

」」
』』
とと
はは
どど
のの

よよ
うう
なな
社社
会会
でで
、、
そそ
のの
社社
会会

をを
良良
いい
方方
向向
にに
向向
かか
わわ
せせ
るる

ここ
とと
がが
でで
きき
るる
アア
ププ
ロロ
ーー
チチ

（（
問問
題題
解解
決決
のの

方方

法法
））
とと
しし
てて
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
がが
ああ
るる
のの
かか
、、
ああ
なな
たた
のの
考考
ええ
をを
述述
べべ
なな
ささ
いい
。。
解解
答答
はは
、、
適適
切切
にに
段段
落落
にに
分分
けけ
たた
記記
述述
をを
行行
いい
、、
文文
字字
数数
はは
合合

計計
でで

8800
00
字字
以以
内内
とと
すす
るる
。。
なな
おお
、、
執執
筆筆
にに
ああ
たた
りり
、、
抽抽
象象
化化
のの
方方
法法
なな
どど
がが
わわ
かか
らら
なな
いい
場場
合合
はは
、、
必必
要要
にに
応応
じじ
てて
下下
記記
のの
【【
解解
答答
のの
たた
めめ
のの
ヒヒ

ンン
トト
】】
をを
参参
考考
にに
すす
るる
ここ
とと
。。
 

  【【
解解
答答
のの
たた
めめ
のの
ヒヒ
ンン
トト
】】「「

問問
題題
発発
見見
・・
解解
決決
をを
図図
るる
上上
でで
のの
具具
体体
化化
・・
抽抽
象象
化化
のの
重重
要要
性性
」」

  

  

昭
和
女

子
大

学
 人

間
社

会
学
部

 現
代
教

養
学

科
が
大

切
に
す

る
姿

勢

に
、
１

）
当

た
り
前

を
疑

い
な

が
ら

問
題

を
発
見

す
る

こ
と

、
２

）
社

会

事
象
へ

の
考

え
を
ま

と
め

、
そ

れ
を

他
者

に
伝
え

つ
つ

、
問

題
の

解
決

を

図
る
こ

と
、

と
い
う

２
点

が
あ

り
ま

す
。

そ
の
姿

勢
を

身
に

つ
け

る
上

で

重
要
に
な
る
の
が
、
「
具
体
」
と
「
抽
象
」
を
行
き
来
す

る
力
で
す
。

 

具
体
的

な
事

例
は

、
私

た
ち
に

と
っ

て
、

そ
の

成
り

立
ち
や

背
景

を
理

解
し
や

す
く

、
社
会

事
象

の
理

解
を

深
め

る
上
で

大
変

役
に

立
ち

ま
す

。

し
か
し

、
具

体
的
な

理
解

だ
け

に
留

め
て

い
る
と

、
そ

こ
か

ら
得

ら
れ

た

知
見
や

考
え

は
、
特

殊
な

も
の

に
留

ま
っ

て
し
ま

い
ま

す
。

他
の

事
例

に

も
応
用

で
き

な
く
な

り
、

多
く

の
他

者
の

興
味
関

心
を

引
く

こ
と

が
出

来

な
く
な

っ
て

し
ま
い

ま
す

。
ま

た
考

え
も

近
視
眼

的
に

な
り

、
事

象
の

考

察
か
ら
、
当
た
り
前
を
疑
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

 

こ
の
具

体
性

が
生

み
出

す
問
題

に
つ

い
て

、
近

年
続

発
す
る

保
育

所
に

お
け
る

虐
待

事
件
を

例
に

考
え

て
み

ま
し

ょ
う
。

個
別

の
報

道
を

よ
り

深

く
探
る

と
、

虐
待
に

関
わ

っ
た

保
育

士
の

背
景
や

評
判

、
運

営
法

人
の

体

制
の
不

備
、

管
理
者

の
ず

さ
ん

な
対

応
な

ど
、
一

つ
一

つ
の

事
件

特
有

の

具
体
的
な
背
景
が
見
え
て

き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
知
見
は
、

あ
く
ま
で
属
人
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
「
ひ
ど
い
、
許
せ
な
い
」

と
い
う

感
情

を
他
者

に
想

起
さ

れ
る

こ
と

が
出
来

て
も

、
問

題
の

解
決

に

向
け
た
共
通
認
識
や
対
応
策
ま
で
生
み
出
す
こ
と
は
困
難
で
す
。

 

こ
こ
で

、
上

述
の

事
件

や
問
題

の
抽

象
化

を
試

み
て

み
ま
し

ょ
う

。
抽

象
化
の

た
め

の
方
法

論
と

し
て

、
よ

く
上

げ
ら
れ

る
も

の
に

「
近

し
い

事

柄
と
比
較
し
て
共
通
事
項
を
探
す
」
と
い
う
や
り
方
が
あ
り
ま
す
。

 

こ
こ
で

注
意

が
必

要
な

の
は
、

何
と

比
べ

る
の

か
に

よ
っ
て

、
共

通
事

項
、
つ

ま
り

抽
象
化

の
結

果
と

し
て

浮
か

び
上
が

る
も

の
が

異
な

る
と

い

う
点
で
す
。
例
え
ば
、「

園
で
の
虐
待
」
の
問
題
を
「
家
庭
に
お
け
る
児
童

の
虐
待
」
と
並
べ
て
、
そ
の
共
通
点
を
探
す
な
ら
「
勤
労
世
代
の
多
忙
化
」

や
「
人

権
・

道
徳
教

育
の

不
足

」
が

共
通

点
と
し

て
見

え
て

く
る

か
も

し

れ
ま
せ
ん
。
一
方
、「

男
女
の
労
働
格
差
」
の
問
題
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

保
育
士

の
中

心
と
な

っ
て

い
る

女
性

た
ち

の
不
安

定
な

雇
用

・
安

い
賃

金

や
そ
の

原
因

で
あ
る

日
本

の
経

済
状

況
等

が
浮
か

び
上

が
っ

て
き

ま
す

。

つ
ま
り

、
事

象
の
組

み
合

わ
せ

に
よ

っ
て

抽
象
化

の
結

果
と

し
て

の
知

見

は
異
な
り
、
そ
の
他
者
へ
の
伝
わ
り
方
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

 

ま
た
、

共
通

の
事

項
を

見
つ
け

出
す

際
の

概
念

の
大

き
さ
に

も
注

意
が

必
要
で
す
。「

園
で
の
児
童
虐
待
問
題
」
と
「
家
庭
で
の
児
童
虐
待
問
題
」

の
共
通

事
項

と
し
て

、
大

き
す

ぎ
る

問
題

・
概
念

―
例

え
ば

「
日

本
国

民

の
劣
化

」
―

を
見
出

し
て

も
、

問
題

解
決

の
た
め

に
、

具
体

的
に

何
を

し

て
い
い

の
か

わ
か
ら

な
く

な
り

ま
す

し
、

多
く
の

人
に

と
っ

て
身

近
な

問

題
と
し
て
受
け
取
り
に
く
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

つ
ま
り
、
問
題
発
見
・
解
決
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、「

具
体
と
抽
象
を
行
き

来
す
る

能
力

」
を
使

う
際

は
、

１
）

問
題

意
識
を

元
に

具
体

例
を

収
集

す

る
こ
と

、
２

）
そ
の

中
か

ら
他

者
に

伝
わ

り
や
す

く
具

体
的

な
問

題
解

決

に
結
び

つ
き

や
す
い

抽
象

度
の

共
通

事
項

・
概
念

を
抽

出
す

る
こ

と
、

以

上
の
２

点
が

必
要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。
以

上
に

留
意

し
つ

つ
、

具

体
と
抽
象
を
行
き
来
す
る
こ
と
で
、
他
者
と
の
間
で
共
通
認
識
を
喚
起
し
、

共
に
対
策
を
考
え
、
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
す
。

 

以
上
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用

紙
（
1
／
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採
 
点

 

 問
．
以
下
に
示
し
た
図
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
発
行
し
た
「
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
画
像
」
の
う
ち
、

20
00

年
・

20
25

年
・

20
50

年
の

画
像
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
図
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
述
べ
な
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
図
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
小
学
校
教
諭
も
し
く
は

保
育
者
（
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
・
保
育
教
諭
）
と
し
て
、
教
育
・
保
育
の
中
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
配
慮
し
た
い
か
、
自
身
の
考
え
を
具
体
的
に
記

述
し
な
さ
い
（

80
0
字
以
内
）。

 
な
お
、
小
学
校
教
諭
と
保
育
者
の
ど
ち
ら
の
立
場
か
ら
述
べ
る
か
を
解
答
用
紙
の
【
 
 

】
内
で
選
択
し
て
か
ら
解
答
す
る
こ
と
。

 

 出
典
）
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
画
像
」
、
20
0
0
年
の
画
像
・
2
0
25

年
の
画
像
・
20
5
0
年
の
画
像
を
引
用
。
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人
間
社
会
学
部
　
現
代
教
養
学
科
　
小
論
文
（
80
0
字
）　
60
分

人
間
社
会
学
部
　
初
等
教
育
学
科
　
小
論
文
（
80
0
字
）　
60
分

公
募
制
推
薦
入
学
試
験

96 97


